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編集方針

情報開示について　東洋紡グループの統合報告書は、株主・投資家を始めとするステークホルダーの 

皆さまに、当社グループの価値創造へのご理解を深めていただくとともに、本書を起点に
社内外での対話を創出することで、さらなる企業価値の向上につなげていくことを目的に
制作しています。
　2024年版では、「サステナブル・ビジョン2030」とそこからバックキャストして策定した

「2025中期経営計画」を主軸に、トップの思いや独自技術の事業化をテーマとした座談会、
コーポレート戦略および事業戦略の推進を裏付ける取り組みなどを掲載し、「ゆたか」さ
を実現する東洋紡の「チカラの源泉」を解説することに努めました。
　なお、編集・制作は、国際会計基準（IFRS）財団が推奨する「国際統合報告フレームワー
ク」、経済産業省の「価値協創ガイダンス」などを参照し、サステナビリティ推進部を中心
に部門横断的な協力体制のもと行いました。

本文中に記載がない場合は、東洋紡グループを対象としています。
財務情報は、連結ベースの数値です。

報告対象組織

2023年4月～2024年3月
（2024年4月以降の情報も一部含んでいます）

報告対象期間

　　　　　　2024年8月
次回予定　　2025年8月

発行

●   GRIスタンダード（日本語版）
●   IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」
●   気候関連財務情報開示タスクフォース「TCFD提言」
●   環境省「環境報告ガイドライン2018年版」
●   経済産業省「価値協創ガイダンス 2.0」

参考ガイドラインなど

株主・投資家の皆さま向けに、決算短信や有価証券
報告書、決算説明会資料などのIR資料をまとめてい
ます。また、財務・業績の状況、株式情報やIRカレン
ダー、よくあるご質問などを掲載しています。

「株主・投資家情報」ウェブサイト 「サステナビリティ」ウェブサイト

サステナビリティに関する当社グループの取り組み
と各種データを掲載しています。
サステナビリティ　
ESGパフォーマンスデータ　

例年11月時点のウェブサイト「サステナビリティ」の
情報をPDF化し、アーカイブしています。

サステナビリティレポート

「コーポレートガバナンス・コード」にのっとり、 
当社グループの考えや体制を掲載しています。

コーポレート・ガバナンス報告書

金融商品取引法第24条第1項に基づき作成し、企業
の概況、事業内容、設備状況、営業状況、財務諸表
などを掲載しています。

有価証券報告書

全社とセグメント別の主要な財務データを11年分、
非財務データを5年分掲載しています。

ファクトブック

TOYOBO REPORT
（統合報告書）

財務情報 サステナビリティ情報
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イントロダクション

「 ゆたか 」さを 実 現 する
東 洋 紡のチカラ

理念
rinciple

めざす姿
ision

alues
大切にすること

Principle
理念

『順理則裕』
なすべきことをなし、ゆたかにする

『順理則裕』 なすべきことをなし、ゆたかにする

Vision
めざす姿

私たちは、素材＋サイエンスで
人と地球に求められるソリューションを
創造し続けるグループになります

Values
大切にすること

私たちは、変化を恐れず、変化を楽しみ、
変化をつくります

東 洋 紡 のチカラ（ 素 材＋サイエンス）で 、
人と地 球 に求 められるソリューションを創 造し、

「 ゆたか 」な社 会 の 実 現 に貢 献します。

企業理念体系

サステナブル・ビジョン2030

東洋紡の宣言

めざす姿 Innovation
私たちは、素材＋サイエンスで人と地球に求められるソリューションを創造し続けるグループになります

Prosperity
安心してくらせる「ゆたか」な社会の実現と企業価値向上のスパイラルアップ

2030年の
社会変化・トレンド

未来へつなぐ
チャレンジ

2030年の
ありたい姿

貢献により
解決する社会問題

安全・人権や社会正義への
対応の標準化

医療アクセス・健康増進の
ニーズ拡大・多様化

人口動態変化・「人」中心の
イノベーション・都市化の加速

脱炭素・資源循環・
天然資源の制約

People Planet

従業員の
ウェルビーイング &
サプライチェーンの人権

健康な生活 &
ヘルスケア

スマートコミュニティ&
快適な空間

脱炭素社会 &
循環型社会

良質な水域・大気・
土壌 & 生物多様性

● 「現場が主役」
   従業員の安全・誇りとやりがい
●  サプライチェーン全体の人権尊重

●  感染症分野へ貢献
●  QOL 向上へ貢献

●  「人」中心の 
デジタル社会実現への貢献

●  快適空間の創造

●  カーボンニュートラルへ貢献
●  資源循環に向けた 

エコシステムの形成

●  ソリューションを通じて 
環境を良質化

●  フードロス削減へ貢献
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